サスティナブル診断Ⅱのご活用にあたって（説明書）

１．サスティナブル診断とは
　・サスティナブル診断は、企業の「持続性を高める」ため、お客様と金融機関が「前向き」かつ
「建設的な対話」を行うための基礎資料とする診断書です。したがって、本診断の結果が貴社
の評価や融資に影響を与えることはありません。
　・診断は、企業が持続するうえで必要な「企業統治（ガバナンス）」「財務」「ビジネスフィージ
ビリティ」「リスクマネジメント＆レジリアンス」「社会（的課題）」「環境（的課題）」の６つ
の側面から行います。

２．各項目の説明
　①企業統治（ガバナンス）
　　　難しい環境下にあっても、複雑な経営の選択肢のなかでも、中小企業経営者が「長期的な視
点」「企業が長続きできるための視点」に立って『適切な判断』を行うことが「持続性」を高
めるうえで欠かせません。また、経営者の決定を踏まえ、従業員（会社全体）が向かうべき方
向に力を集中できる仕組みが必要です。こうした経営の体制・在り方を企業統治（ガバナンス）
と位置付け、関連する質問を組み込んでいます。

　②財務
　　　決算書に代表される財務諸表を活用して行う分析を「財務分析」といいます。本項目は財
務の構造に関する診断です。具体的には「収支構造」、「バランスシート」「キャッシュフロー」
のマネジメント、「労働生産性」「資金調達」「管理・分析」といったものです。特徴は、長期
的な視点、構造的な視点で評価を行う点です。

　③ビジネスフィージビリティ
企業の「持続性」や「成長性」を高めるためには「ビジネスモデルの強化」「サプライチェ
ーンのなかでの存在感強化」「競争優位をもたらす経営資源、差別化要素の強化」「将来に向け
た経営戦略の策定」が重要になります。ビジネスフィージビリティは聞きなれない言葉だと思
いますが、「持続性の高い事業・ビジネスモデルを実現する」うえで必要な要素をさします。

　④リスクマネジメント＆レジリアンス
　　　持続可能性を高めるうえで「リスクマネジメント」を欠かすことはできません。また、自然
災害など大きな危機に直面し、事業停止を余儀なくされた場合に早期に事業復旧を行う「強靭
性（レジリアンス）」も重要な要素になります。大企業に比して体力や経営資源が限られる中
小企業にとって「致命傷を負わないリスク管理」、被害を被っても「早期に事業を回復させる」
こと、こうしたリスクマネジメントとレジリアンスに関して本項で実態を確認します。

　⑤社会（Social）
　　　社会的な課題に対する企業の取り組みを問う項目です。近年、国連で採択され国内において
　　も政府が推進する「SDGｓ（持続開発可能な目標）」においても「People（人）」「Prosperity
（繁栄）」「Peace（平和・公正）」といった形で重視されています。具体的には、労働・人権・
教育・製造責任・地域貢献に関するテーマです。

　⑥環境（Environment）
　　　温暖化問題に代表される環境問題に対する企業の取り組みを問う項目です。人類が繁栄を享
　　受する一方で、地球に大きな負荷を与え、それが温暖化問題、資源問題など「環境問題」とし
　　て世界的に共有され、優先度の高い問題として認識されています。国内でも政府がカーボンニ
ュートラル宣言を行い、脱炭素に向けた取り組みが加速しています。
　　　世界的に強まる脱炭素・脱資源の取り組みは、新たなビジネスルール、法規制となって企業
経営に甚大な影響を与えることになります。本項目では喫緊の課題と位置付けられた環境への
企業の在り方を問う内容となっています。

３．診断の方法
　・診断については「自己診断」を前提にしています。自社の取り組みを踏まえて「ありのまま」
　　お答えいただくようにお願いします。
　・回答は「水準を上回っている」「水準を満たしている」「水準を下回っている」の３段階のいず
れかを選択してください。
　・総合診断は、水準を上回っている＝３点、水準を満たしている＝１点、水準を下回っている＝
０点、として合計点を算出するものです。

４．診断にもとづく対話
　・自己診断を踏まえ、その理由等をお聞きしながら内容の確認をさせていただきます。
　・確認作業と並行して、貴社の経営が持続性を高められるための「金融機関との対話」を行わせ
ていただきたいと思います。
　・この対話は、診断によって確認された貴社の状況を踏まえ、金融機関の知見や助言機能に基づ
いて意見交換を行うものです。金融機関は、貴社の経営改善や持続性・成長性の向上につなが
る「経営戦略」「具体的な施策」「優先順序」について助言します。
　・また、建設的対話を通じて貴社の持続性向上につながる施策支援についても、金融・本業支援
の観点から検討いたします。









　　サスティナブル診断に関するお問い合わせは
　　〇〇銀行　〇〇支店　　担当　○○
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